
十和田市事務事業評価 外部評価表 

事務事業名 元気な十和田市づくり市民活動支援事業 

担当課 まちづくり支援課 

 

事業の方向性について 

（該当するものに○を記入） 
理由・改善点など 

さらに重点化を図る 

（市民から更なるニーズが 

ある場合） 

２ 

・H23年度から始まった事業であり、全体像の評価の後に

重点化等を考える。 

・市民活動を活性化させ、賑わいと、市民が輝くまちづくり

を推進させていくために是非必要である。 

現状のまま継続 

（現状で全てうまくいって 

いる場合） 

 

 

 

 

有効性を改善して継続 

（主に事務事業の成果向上 

を目指す場合） 

２ 

・申請される事業が収益につながるものであれば、行政が手

助けする。 

・自力効果を指導し、過保護による成長をとめる。正しく誘

導する必要がある。 

効率性を改善して継続 

（主に事務事業のコスト 

削減を目指す場合） 

 

 

 

 

公平性を改善して継続 

（主に受益と負担の適正化 

を目指す場合） 

２ 

・同じ団体が継続しないで、様々な団体に実施していただけ

るようにしてはどうか。 

・申請、報告をやりやすい方法で。事業内容の公平性は必要

であるが、柔らかめに。 

事務事業の統廃合を図る 

（他の事務事業と統廃合し 

簡素化を目指す場合） 

 

 

 

 

休止 

（必要性は認められるが、 

限られた予算・人員の中、 

ひとまず休止とする場合） 

 

 

 

 

完了・廃止 

（役割を終えている場合） 
 

 

 

 

 

その他 コメント（活動指標、成果指標の設定の仕方について等） 

・この事業の報告会を生で見たが、みんな和気あいあいと雰囲気よく行われており、すごく良いなと

感じた。 

・市民と行政との協働でのまちづくりを推進することで効率性が高く、コスト削減につながっている。 

 


